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福島県吹奏楽コンクール県南支部大会 7/13（土）福島県吹奏楽コンクール県南支部大会 7/13（土）
７月13日（土）郡山文化センターにて開催された第57回福島県吹

奏楽コンクール第37回県南支部大会において、本校吹奏楽部が見事
“金賞”を獲得し、念願の県大会出場を決めました。
課題曲「行進曲『春』」、自由曲「斐伊川に流るるクシナダ姫の涙」

の２曲を演奏しました。特に自由曲では和の要素が取り入れられた
迫力ある演奏で聴衆を魅了しました。学校の壮行会時の演奏を聴い
たある先生に「鳥肌が立った」と言わしめた演奏の再現でした。部
長の飯村さんが演奏後に「気持ちよかった～」と言っていましたが、
演奏後の生徒達の達成感あふれる笑顔がとても印象的でした。多く
の保護者の皆様にも会場に足を運んでいただきました。ありがとう
ございました。県大会は７月27日（土）に郡山市民文化センターで
開催されます。さらに聴衆の心に響く素敵な演奏を期待します。

吹奏楽部を牽引する３年生吹奏楽部を牽引する３年生
演奏メンバー

３年：飯村琴海、大束奈々、長田麻由、伊藤愛果、大内怜奈、野木京華、松田青蓮、室 彩羽、角田 凜
牧山美里、宇佐見桃果、菊池こころ、近野美森、佐久間美羽、五十嵐心桜、齋藤千桜、倉澤 舞
柳田優衣、渡部魅月、須藤聖菜

２年：澤田 栞、鈴木清華、瀧田ゆら、佐藤果南、鈴木理瑚、橋本華奈、矢吹優奈、堺入由芽、村田萌夏
竹荒陽茉梨、祓川あさ、本田 環、水野稀子、菊池優菜、熊耳李愛、 佐々木美香
大河原千尋、古川優芽、眞島ななみ、遠藤結月、島貫七星、髙橋らぶ、成田美咲

１年：目黒色咲、鈴木萌華、佐藤愛唯、前林沙里奈、野木さくら

部長の飯村琴海さんの県大会に向けた心強い抱負です。

吹奏楽部は、県南支部大会で「金賞ゴールド」を受賞することができました。当日の演奏は全員が楽しみなが
ら今できる事を出しきり、自分たちの演奏ができました。しかし、縦やピッチの合っていない部分やリードミス
などが目立ったので、県大会までにしっかりと改善して県大会でも良い結果が出せるようにしたいです。県大会
では、さらに部全員で一つになって良い演奏をしてきます。県南支部大会の応援ありがとうございました。県大
大会での応援もよろしくお願いします。（飯村琴海）

音楽には素晴らしい力があると思います。音楽は人の心を癒やしたり、希望を与えたり、勇気づけたり、感動を
与えたりします。あの東日本大震災の時も音楽によって救われた人々がたくさんいたはずです。昨年度本校で演奏
をしてくれた増田太郎さんや上野耕平さんからも言葉では言い表せないくらいの“音楽の力”を感じることができ
ました。また、音楽は世界共通であることも凄い点です。だからこそ、音楽を奏でる者は演奏に“心”や“気持ち”
を込めることが大切ではないかと思います。演奏する者の心が聴く者の心を揺さぶる、それが実現できれば、きっ
と素晴らしい何かが生み出
されていくことでしょう。
どうか“音楽の力”を信

じ、誇りを持って演奏して
ほしいと思います。これが ■ 県南陸上競技選手権大会 6/22

私が吹奏楽部、そしてこれ 少年B女子走幅跳 第３位 斎藤結衣 4m67

から大会をむかえる合唱部 ■ 福島県中学校体育大会 飛込競技 7/3
の生徒達に伝えたいことで 女子高飛込 第３位(179.80点) 今野陽菜
す。 女子３ｍ飛板飛込 第３位(182.25点) 今野陽菜 飛込の１年今野さん飛込の１年今野さん



■ ろうきん杯争奪第30回福島県ユース（U-15）サッカー選手権兼高円宮杯JFA第31回全日本U-15サッカー選手権大
会 福島県大会 県中地区大会 準優勝
県中地区31校が参加した中、本校サッカー部は西袋中(6-0)、小原田中(7

-0)、須賀川三中(2-0)、船引中(2-2 PK6-5)に勝利し、決勝戦に駒を進めま
した。７月14日（日）西部スポーツ広場で行われた決勝、雨中の厳しい状況
での天栄中との戦いでした。０－０の激闘の末、惜しくもＰＫで敗れ、準優
勝という結果でした。中体連県中地区大会では惜しくも県大会出場を果たせ
なかったサッカー部でしたが、今回は県中地区第２位という素晴らしい成績
で県大会出場を決めました。その実力を十分に発揮することができました。

遠藤愛斗、上野稜太、笹原加慶、佐田玄騎、添田桔平、田中空樹、山口亜由夢
石木陸人、伊東舞莉彩、宍戸敦哉、阿部凌真、酒井羅瑠、磯貝拓斗、坪井凌太
増子裕太、長岡颯人、堀越悠輔、佐々木春登、渡邊航大、橋本龍ノ介
橋本健市、大河原 琉、熊田空良

■ 第42回福島県少年野球選手権大会県中地区予選 Ｂブロック 優 勝
県中地区予選のＢブロックにおいて、本校野球部は初戦の郡山一中に

2-1で勝ち、優勝候補の郡山七中との接戦も3-2で制し、７月15日（月）
のＢブロック決勝では郡山三中に6-0で快勝し優勝を勝ちとりました。

尾辻 晴、佐久間陽太、吉田大二郎、石田結人、竹内悠斗、釣巻拓夢
大高史也、國分直宏、清水勇佑、田母神稟、安部魁莉、藤田源一朗
菊地大慈、鴫原 陸、高橋直生、濵津安弥士、長谷川欄、木村亮介

サッカー部、野球部ともに中体連のリベンジを見事に果たし、それぞ
れが県大会出場を決めました。他の部活にはない中体連後に３年生が出
場できる大会があるという好運もありましたが、ともに中体連の大会以

降、３年生を中心に気持ちを切らすことなく練習を積み重ねてきた結果の表れだと
思います。底力があったという証です。県大会では是非とも完全燃焼してほしいと
思います。サッカー、野球の両部長の県大会に向けての抱負です。

◆ 試合の前日の夜は「カツ」を食べ、当日の朝はウインナー＝「Winer」を食べて決
勝の日を迎えました。それくらい大切な試合でした。決勝戦は大雨で今までで一番

最悪なコンディションでしたが、僕達は強い気持ちでそこにいました。ろうきん杯が始まる前の中体連では、あと
一歩のところで県大会に進むことができませんでした。今回はそんな悔しい思いをしたくないので、チーム一丸と
なって全力で戦うことを決めていました。そしてもう一つ、中体連で負傷して試合に出れない仲間ともう一度一緒
にサッカーをするために、僕達の心は一つになっていました。４戦を勝ち進み、５戦目の決勝をむかえた僕達は負
けられない、負けたくない戦いに心でぶつかっていきました。雨の中、泥だらけになりながらボールをつなぎ、走
り、部員44名と先生方と一つになり戦いました。結果はＰＫで敗れ準優勝でしたが、これで終わりではありません。
県大会出場を決め、そこでさらに上を目指します。部員全員で富中サッカー部の強さを出し戦います。(遠藤愛斗)

◆ 今回の民報杯は、中体連で３年生全員で出場することができなかったという悔しい
思いを胸に試合に臨みました。試合では厳しい場面がいくつもありましたが、全員で
県大会出場を諦めず最後まで全力プレーをし、県大会出場を果たすことができてよか
ったです。県大会では、どんな相手が来ても最後まで諦めず、優勝を目指して頑張り
たいです。（尾辻 晴）

■ ７月７日（日）には市Ｐ連北ブロック親善球技大会が開催されました。昨年度は猛
暑のため中止となりましたが、今年度はバレーは明健中、ソフトボールは日和田中を
会場に無事実施されました。本校ＰＴＡチームは、混成バレーボールで優勝、ソフト
ボールでは準優勝という素晴らしい成績を収めることできました。成績はもちろんで
すが、選手の皆さんの生き生きとスポーツを楽しむ姿が印象的でした。選手の皆さん、
厚生委員会の保護者の皆さんお疲れさまでした。
■ ７月７日（日）には鬼子母神祭礼補導も実施されました。育成委員会の保護者の皆
さんにも大変お世話になりました。感謝いたします。


